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「難しい木の伐倒方法」と聞いて真っ先に思

い浮かぶのが、風伐倒、雪折れ、曲がり木の

処理ではないでしょうか。これらの立木には、

大きな力が加わっているため、判断や伐り方

を誤ると、木が突然大きく動き、災害を誘発

する危険が潜んでいます。安全に処理するに

は、どんな伐り方がよいのでしょうか。代表

例を 1つご紹介します。 

 

「V形カット」方法 

★メリット★ 安全処理優先な伐倒方法 

〇ガイドバーが挟まれにくい 

（挟まれても外しやすい） 

〇比較的ゆっくり伐れる 

〇伐倒中裂け上がりにくい 

〇ツルを軸に回転させることが可能で、

かかり木を回避しやすい 

 

WLC とは（世界伐木チャンピオンシップ）のプロのことを言います。日本とオーストリアは、チ

ェーンソー作業が多く、傾斜地条件で、年間素材生産量もほぼ同じですが、4 倍以上の死亡災害

発生率差があります。その差とは、圧倒的な伐倒動作の反復訓練にあります。トレーニング機械

による、実際と同じようにチェーンソーを持って練習できる環境が整っています。林業労働災害

を減らすため、政府が次のような対策を進めてきました。チェーンソー教育の質的向上です。 

図にあるデュアル教育システムとは、オーストリア、ドイ

ツなどで普及する教育課程のことです。 

現場での実技実践を企業等職場で学び、理論・実技は林業

専門学校で学ぶ二元教育です。ポイントは、「森林マイスタ

ー」（「森林専門作業員」の上位資格）所有者じゃないと指

導できないことです。単なる経験に頼った指導、見よう見

まね、自己流とは違う研修内容となっています。こうした

取り組みを重ねて、死亡事故災害を防いでいることがよく

理解できます。日本でもこうした対策を広めていくことが

大切になっていくことでしょう。 


